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e-株主リサーチ 個人投資家モニターアンケート

ＥＳＧへの取り組みが企業の魅力を高めると考える個人投資家が過半数。

コロナ禍によって進んだバーチャル株主総会に対しても肯定的。

ＩＲコミュニケーション支援の株式会社 a2media（https://www.a2media.co.jp/）は、個人投資家と

上場企業を繋ぐコミュニケーションツールであるe-株主リサーチを使い、2021年1月15日～1月25日に

かけて、企業ＩＲに関して意識調査を実施しました。

アンケートの概要、結果ダイジェストは以下の通りです。

■ＥＳＧの認知度は引き続き上昇し、過半数に達した。認知度の高まりにより、ＥＳＧへの

取り組みが投資先としての企業の価値を高めると理解されている。

ＥＳＧについて、e-株主リサーチモニターにおける認知度は「言葉もどういう内容のものかもよく知ってい

る。」「言葉はよく聞き、内容もある程度知っている。」の回答を合わせて54.0％、昨年調査に比べて7.5ポイ

ントの上昇となり過半数となった。比較的株式投資歴の長い個人投資家が登録しているe-株主モニターにおいて、

ＥＳＧという概念の浸透度は着実に高まっている。（ＰＤＦ２枚目にグラフ）

企業がＥＳＧを考慮した取り組みを行うことが、投資先としてのその企業の魅力を高めるかどうか尋ねたとこ

ろ、「大いに高まる」「少し高まる」とする回答が合わせて62.7％となり、多数派となった。言葉や概念の浸透

が進んだことにより、ＥＳＧが投資先企業の魅力につながるという理解につながっており、個人株主・個人投資

家向けＩＲにおいてもＥＳＧへの具体的な取り組みを伝える段階になっていると考えられる。（ＰＤＦ３枚目に

グラフ）

■昨年「バーチャル株主総会」に参加したと回答した人は18％。そのうちの約４分の３が

「インターネットをつうじて、自宅にいながら株主総会に参加できるのでよい。」と答える。

昨年、一部の企業で導入された「バーチャル株主総会」への参加について尋ねたところ「従来型の会場開催

の株主総会と「バーチャル株主総会」の両方に参加した。」「「バーチャル株主総会」だけに参加した。」

の回答を合わせて18.0％となった。e-株主リサーチモニターはネットリテラシーが高いとともに、従来より株

主総会への参加意向が高い傾向にあるが、昨年は「バーチャル株主総会」を実施した企業が限られたことから、

「バーチャル株主総会」へ参加した人も一部に限られたと考察される。（ＰＤＦ４枚目にグラフ）

「バーチャル株主総会」に参加した感想を選択肢を設けて尋ねたところ、ポジティヴな選択肢を選ぶ傾向に

あった。特に、参加した人のうちの74.3％が「インターネットをつうじて、自宅にいながら株主総会に参加で

きるのでよい。」の選択肢を選んでいることから、今後の運営方法の改善と相俟って、バーチャル株主総会は

個人投資家に肯定的に受け入れられていくものと思われる。（ＰＤＦ５枚目にグラフ）

■コロナ禍により、オンラインで実施される会社説明会やＩＲ展示会を視聴する機会が増加。

新型コロナウイルス（COVID-19）感染症拡大前と比べて、オンラインで実施される会社説明会やＩＲ展示会

を視聴する機会は増えたか尋ねたところ、「機会が増えた」と答えた人が34.2％、「機会が減った」と答えた

人が7.9％と、全体としては増加という結果となった。コロナ禍によって、個人投資家のインターネットでの

ＩＲ情報の収集が促進されたと判断される。（ＰＤＦ６枚目にグラフ）
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■■言葉もどういう内容のものかもよく知っている。

■■言葉はよく聞き、内容もある程度知っている。

■■言葉はよく聞くが、内容はあまり知らない。

■■言葉は聞いたことがあるが、ぴんと来ない。

■■言葉をはじめて聞いた。

「ＥＳＧ」という言葉と内容を知っていますか。選択肢からもっとも近いもの

を１つお選びください。

2017年の調査から継続して尋ねている項目。「言葉もどういう内容のものかもよく知ってい

る。」「言葉はよく聞き、内容もある程度知っている。」とあわせて54.0%、昨年調査より

7.5ポイント増となり過半数に達した。

個人投資家に対するＥＳＧという言葉や概念は浸透し、常識的な言葉となってきている。
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■大いに高まる

■少し高まる

■変わらない

■少し低くなる

■大いに低くなる

■わからない（ＥＳＧへの取り組みが投資先としての企業の魅力につながるかどうか判断できない）

■関係しない（ＥＳＧへの取り組みを投資判断と結びつけて考えない）

企業がＥＳＧを考慮した取り組みを行うことは、あなたにとって投資先として

のその企業の魅力が高まることにつながりますか。

ＥＳＧという言葉や概念の浸透が進んだことにより、ＥＳＧを考慮した取り組みにより投資

先としての企業の魅力が「大いに高まる」「少し高まる」とする回答が合わせて62.7%とな

り、多数派となっている。

前ページの結果と合わせ、個人株主・個人投資家向けＩＲにおいてもＥＳＧへの具体的な取

り組みを伝える段階になっている。
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■従来型の会場開催の株主総会だけに出席した。

■従来型の会場開催の株主総会と「バーチャル株主総会」の両方に参加した。

■「バーチャル株主総会」だけに参加した。

■昨年は「新型コロナウイルス（COVID-19）感染症」の影響を考え、従来型の会場開催の株主総会にも

「バーチャル株主総会」にも参加しなかった。

■例年も株主総会には出席しないので、昨年も株主総会には出席・参加しなかった。

新型コロナウイルス（COVID-19）感染症への対応として、総会会場の議事進行

をインターネットを通じて同時に動画配信する「バーチャル株主総会」を実施

する会社がありました。

2020年4月以降に開催された株主総会について、あなたはどのような対応をと

りましたか。選択肢から最も近いものをお選びください。

e-株主モニターは、インターネットを通じて登録したネットリテラシーの高い層であり、ま

た、従来より株主総会への出席に前向きな傾向にある。

バーチャル株主総会に参加したという回答は18.0%にとどまった。昨年、6月に株主総会を実

施した2,344社のうちバーチャル株主総会（ハイブリッド型）を実施した企業が122社だった

ことが数字に反映していると考えられる。2021年はバーチャル株主総会の実施社数の増加と

歩調を合わせる形で、ネットリテラシーの高い個人株主の参加も増えると考えられる。
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■ポジティヴな選択肢 ■ネガティヴな選択肢

「バーチャル株主総会」に参加した感想について、あてはまるものをお選びく

ださい。

ポジティヴな選択肢とネガティヴな選択肢を同数配して尋ねてみたところ、ポジティヴな選

択肢の選択が多くなった。インターネット活用の長所である「インターネットをつうじて、

自宅にいながら株主総会に参加できるのでよい。」が74.3%、「複数の会社の株主総会に参

加しやすくなった。」が38.9%と高率となっており、今後の運営方法の改善と相俟って、

バーチャル株主総会は個人投資家に肯定的に受け入れられていくものと思われる。

74.3%

38.9%
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16.1%

15.9%

12.3%
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4.0%
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インターネットをつうじて、

自宅にいながら株主総会に参加できるのでよい。

複数の会社の株主総会に参加しやすくなった。

「おみやげ」がなくなったのが残念である。

動画や音声の状況がよかった。

経営トップの顔を見ることができるのでよい。

会場開催がもつ臨場感を感じられず、

参加した感じがしなかった。

議事進行がスムーズでよかった。

質問がしやすかった。

動画や音声の状況がよくなかった。

議決権行使をその場でできるようにしてほしかった。

質問がしにくかった。

議事進行がスムーズでなかった。

※集計は、バーチャル株主総会に参加したと回答した人のみを対象。
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会社説明会やＩＲ展示会について、新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の

感染防止のため会場開催が取り止められ、インターネットを使ったオンライン

開催が増えています。新型コロナウイルス（COVID-19）感染症拡大前と比べて、

オンラインで実施される会社説明会やＩＲ展示会を視聴する機会は増えました

か。

コロナ禍によるリアルイベントの中止および在宅時間の増加により、オンラインで実施され

る会社説明会やＩＲ展示会にＩＲ情報を求める比重が高まっている。コロナ禍によって、個

人投資家のインターネットでのＩＲ情報の収集が促進されたことがうかがえる。

インターネットの長所や利便性を経験し、情報収集力が高まったことを考えると、今後はリ

アルイベントとインターネットイベントの両方の特質を活かした効果的なＩＲ戦略を考える

必要があると思われる。
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もともと視聴しない

変わらない

機会が減った

機会が増えた
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＜調査概要＞
調査方法：インターネットを利用したアンケートリサーチ
調査対象者：（株）a2mediaのe-株主リサーチモニター会員
調査期間：2021年1月15日～2021年1月25日
集計回答人数：2,618人
調査項目：
[属性]性別、年齢、職業、居住地域、投資資金、投資目的
[調査項目]株主通信、ＥＳＧ投資、新型コロナウイルス感染症拡大下における投資行動 ほか

全体 全体

2,618

性別 男性 女性

2,160 458

年齢 30代以下 40代 50代 60代 70代以上

341 633 695 556 393

＜e-株主リサーチモニター属性＞
母集団属性（2021年3月3日現在）
■性別/男性77％、女性23％
■年代/29歳以下1％、30代8％、40代24％、50代27％、60代20％、70歳以上20％
■職業/会社員46％、会社役員5％、公務員・非営利団体職員11％、自営業13％、パート・アルバイ
ト・フリーター3％、専業主婦11％、学生1％、無職・定年退職9％、その他1％

＜e-株主リサーチについて＞
(株) a2mediaが実施する個人株主・投資家を対象としたインターネット調査を実施しています。
また、登録モニターに対して、オンライン会社説明会を実施しています。
１．e-株主リサーチ

上場会社が主に本決算・第２四半期（中間）決算期に、個人株主向けに配布する株主通信内にて
アンケート告知を行い、インターネットサイトに誘導し回答するシステム（携帯電話でも回答可
能）です。
ＩＲ担当者はリアルタイムで回答状況を把握できるだけでなく、同時期に実施している他社の結
果と比較しながら自社結果を閲覧することができます。従来までのはがきを利用した株主向けの
アンケートに比べ、劇的なスピードアップとコストダウンを実現します。

２．e-株主リサーチモニターアンケート
e-株主リサーチ回答者に対してモニター会員の登録案内を行い、現在約38,000名(2021年3月3日現
在)が登録しております。時事問題やトレンドをテーマに、個人投資家モニターの考え方や意見に
ついて定期的に調査を実施中。
個人株主の実態や企業のＩＲ活動への要望などを分析し、個人株主と上場企業のコミュニケー
ションの円滑化図っていきます。

３．オンライン会社説明会
オンラインで実施する個人投資家向けＩＲ会社説明会です。e-株主リサーチモニターを中心に案
内を行いますので、投資経験豊富な個人投資家にアピールすることが可能です。また、会社説明
閲覧後にはアンケートを実施しており、個人投資家のホットな声を直接聞くことができます。個
人投資家コミュニケーションの場としてご活用いただけるサービスです。
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＜株式会社 a2mediaについて＞

会社概要
会社名：株式会社 a2media
URL：https://www.a2media.co.jp/
所在地：東京都中央区銀座6-10-1 GINZA SIX 12F
設立日：2002年8月8日
資本金：6,230万円
代表者：代表取締役社長 榊原 清孝

事業内容：企業ＩＲ支援、資本市場におけるコーポレート・ブランディング支援。株主通信・アニュ
アルレポート・統合報告書・J-REITおよび上場インフラファンドの資産運用報告・会社案内作成、株
主総会運営支援、展示会出展支援、ＩＲサイト・コーポレートサイト構築、映像メディア制作、個人
株主・個人投資家向けアンケートの実施

事業概要：株式会社 a2mediaは、企業の多彩なＩＲ活動を支援しています。会社毎に持っている企業
価値を発見し、あらゆる投資家にわかりやすく発信、それを継続する事で浸透させ、投資家を中心と
したステークホルダーへのプレゼンスを改善・向上していきます。
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